
第４ 学年算数科学習指導案 

日 時：平成２４年６月１８日（月） 

５校時           

場 所：４年１組教室        

授業者：松浦 文恵（Ｔ１）     

清水 玲子（Ｔ２）     

１ 単元名     「がい数」 

 

 

２ 指導の立場 

（１） 教材について 

本単元は、小学校学習指導要領第４学年〔Ａ 数と計算〕の領域の次の内容に基づいている。 

 

 

 

 

 

 

また、本単元の算数的活動は次のように位置づいている。 

 

 

 児童はこれまでに、大きな数として億や兆の位まで学習してきている。実際に大きな数を処理する

多くの場合、目的に応じた概数を用いるほうが判断や処理が容易になり、見通しもたてやすくなる。

そこで、本単元の学習は概数を用いることのよさを児童に実感させて、生活の中で進んで使っていけ

るようにすることが大切である。 

本単元のねらいは、概数が用いられる場面や概数の意味、表し方を理解し、大きな数量を目的に応

じた概数に表してその大きさをとらえたり、計算の見積もりをしたりすることである。生活場面にあ

った問題を扱うことで、概数を用いる意味や表し方を理解させる。 

生活の中で進んで概数を使えるようにするためには、目的に応じて概数を用いることができなけれ

ばならない。そこで、算数的活動として、目的に応じて計算の結果の見積もりをし、計算の結果につ

いて適切に判断する活動を取り入れた。何のために見当つけるのかそのねらいを明らかにして、目的

に応じた概数にしたり、答えのおよその大きさを判断したりできるようにする。 

本時では、切り上げて考える場面と切り捨てる場面を学習する。終末には、既習事項である四捨五

入を含めて、どの概数の求め方が問題場面に必要なのかを判断する活動を取り入れ、目的に応じた概

数に表すことで、概数にするよさに気付かせていきたい。 

    

（２） 単元の系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ（２） 概数と四捨五入 

（２）概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。 

  ア 概数が用いられる場合について知ること。 

  イ 四捨五入について知ること。 

  ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。 

４年 １「大きな数」 

・億、兆の位までの数の命数法、

記数法 

・１０倍、１００倍、１／１０にし

た数 

・数の十進位取り記数法のまとめ 

・億、兆を単位とした加法、減法 

・「和」、「差」の用語と意味 

４年 ５「がい数」 

・概数の意味と必要性 

・四捨五入の意味と方法 

・概数とその数範囲 

・「以上」「以下」「未満」の用

語と意味 

・四則計算の見積り 

・目的に応じた見積りの方法 

４年 ８「２けたでわる計算」 

・２，３，４位数÷２，

３位数の計算原理、 

 方法、筆算（仮商のた

て方と修正） 



 

（３） 児童の実態 

  

【学び方や意欲に関わる実態】 

   男子１７名、女子１８名の学級である。算数の学習に意欲的に取り組める児童が多い。しかし、

授業中考え方を問うような発問で、挙手が減る傾向があることに気づいた。 

そこで、５／１４に算数の授業における意識調査を行った。次の表はその結果である。 

 とても得意 まあまあ得意 苦手 

① 一人学びで自分の考えを書くこ

とが得意ですか。 

１７．１％ 

（６名） 

６８．６％ 

（２４名） 

１４．３％ 

（５名） 

② 自分の考えを説明することが得

意ですか。 

１１．４％ 

（４名） 

４８．６％ 

（１７名） 

４０．０％ 

（１４名） 

   この結果から、自分の考えを説明することに苦手意識をもっている児童が多いことが分かった。

その理由として、「どうやって説明して良いかわからない」という意見がとても多かった。そこで、

「角度」や「わり算の筆算」の単元で、分度器の使い方やわり算の筆算の仕方などを、ペアで説明

し合う算数的活動を継続して行うようにした。その際、説明する手がかりとなる技や算数的な用語

を黒板に位置づけ、どの児童も説明できるようにした。 

 

   下の表は、前単元である「わり算の筆算」の単元末に行ったアンケートの結果である。 

 とても得意 まあまあ得意 苦手 

① 一人学びで自分の考えを書くこ

とが得意ですか。 

２３．５％ 

（８名） 

６７．７％ 

（２３名） 

８．８％ 

（３名） 

② 自分の考えを説明することが得

意ですか。 

２６．５％ 

（９名） 

６４．７％ 

（２２名） 

８．８％ 

（３名） 

   

 

 

 

 

   

 

 

   

 

  

 

   

説明することに苦手意識をもっている児童にとって、キーワードとなる言葉や話し方の技を提示

することは、説明の見通しをもつのに有効であったようである。またペア交流を取り入れることは、

説明することに苦手意識をもっている児童にとって、説明の練習を無理なく繰り返す場になったよ

＜A 児＞自分の考えを説明することが苦手（どうやって説明したらいいか分からない。） 

→まあまあ得意（前は苦手だったけど、となりの人と説明しあうごとにだんだんと

くいになってきた。） 

 説明の仕方が分からない、恥ずかしいと考えていた児童も、ペアでの交流はさほど負担を感じず

にできたようである。また話し方の技やキーワードを示し、説明の仕方をきちんと教えることで、

説明することに自信がもてるようになってきた。 

＜B 児＞自分の考えを説明することが苦手（自分の考えがあっているか分からないし、はずかしい。） 

       →まあまあ得意（ペア交流なら得意になったけど、みんなの前では苦手。） 

    

説明することに対する抵抗は尐なくなってきてはいるが、それはペアレベルのことで、学級全員

の前ではまだ負担が大きい児童もいる。 



うである。しかし、依然として苦手意識をもったままの児童、ペアでは説明できても全員の前では

できない児童もいる。 

今までの単元では順序言葉を使ってやり方を説明することが多かったが、本単元ではわけを説明

する場面が多く、児童の説明することに対する抵抗は大きくなることが予想される。そこで本単元

でも、今までの指導を継続的に行い、児童の表現力を高めていけるようにしたい。 

 

 【既習事項に関わる実態】 

   指導に役立てるため、既習事項の定着を把握する準備テストを行った。 

既習事項の内容 十分定着している 定着していない 

① 位の意味が分かる。 ９４．３％ 

（３３名） 

５．７％ 

（２名） 

② 数直線の読み方が分かる。 ７７．１％ 

（２７名） 

２２．９％ 

（８名） 

③ 数直線で近い方の数がわかる。 ９１．４％ 

（３２名） 

８．６％ 

（３名） 

④ 棒グラフの１目盛りの数量がわかる。 ９４．３％ 

（３３名） 

５．７％ 

（２名） 

⑤ 棒グラフから数値を読むことができる。 ９７．１％ 

（３４名） 

２．９％ 

（１名） 

この結果から、数直線の読み方が定着していない児童が多いことが分かった。本単元では、概数

にする方法を、数直線を使って視覚的にとらえさせていくので、１めもりの大きさをきちんととら

えさせることで、正しく概数にすることができるようにしたい。 

  

 

３ 研究に関わって 

〈研究テーマ〉 

 

 

 

 

 

 

研究重点①表現力を高めるための個人追究や集団追究における算数的活動を生かした指導の工夫 

 本単元における算数的活動は、「目的に応じて計算の結果を見積もり、計算の仕方や結果について適切

に判断する」ことである。適切に判断するには、なぜそうなるのか、なぜそう思うのかを、根拠をもっ

て説明できることが大切であると考える。 

 「児童の実態」にもあるように、説明することに対して苦手意識をもっている児童が多かった。 

そこでまず、自分の考えをどのように説明したらよいかモデルを示して、教える必要があると考えた。

また、表現力は繰り返し表現する中で身につけていくものなので、全員に説明する場を設定することが

大切であると考えた。よって、一人一人の表現力（説明する力）を高めていくために、次のような３つ

を実践していくことにした。 

子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 

〈研究重点〉 

① 表現力を高めるための個人追究や集団追究における算数的活動を生かした指導の工夫 

② 思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けさせる指導の工夫 



 

ア．話形を提示し話し方を教える 

 校内で行っている「継続的な言語環境を整える指導（話し方の技）」を算数の授業でも取り入れて、話

し方（説明の仕方）を教えていくことにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元のどの場面に、どの話し方がつかえそうかあらかじめ考え、自分の考えを説明する場面を一単位

時間内に設定するようにした。本時では、「わけは～からです。」をつかって、自らの考えを表現させる。 

 

イ．全員が説明できる場を設定する 

 表現する力は、自分で何度も表現することで育まれていく。また、他の児童と交流することで、自分

の表現した内容を見直すことができ、これがよりよい表現を身に付けることにつながっていく。 

そこで、一単位時間内にペア交流を位置づけることで、全員が説明できる場を設定する。ペアでの交

流は、説明するのが苦手な児童も負担をあまり感じないで行えると考える。その際に、話形が使えてい

たか、説明がよく分かったかを相互評価させる。相互評価することで、仲間の表現のよさを学ぶことが

できるとともに、自分の表現を見直すことができる。本時では、わけを述べる話し方ができていたか、

説明がよく分かったかを相互評価させる。 

 

ウ．算数的な用語を確実に身に付けさせる 

 算数としての表現力を高めていくために、一単位時間に使わせたい算数的な用語を明らかにした。算

数的な用語を適切につかえるようにするためには、用語の意味を理解させる必要がある。教えることは

確実に教え、繰り返し用いることで算数的な用語を確実に身に付けさせたい。本時も、いつものように

使わせたい用語をキーワードとして黒板に位置づける。 

 

研究重点②思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けさせる指導の工夫 

 基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けさせるためには、単元を見通して、一単位時間の役割

（習得型か問題解決型か）を明確にして指導する必要がある。 

そこで上麻生小学校が、ホームページで公開している単元指導計画を活用した。さらに、本時の学習

において使わせたい算数的な用語や話し方を単元指導計画に位置づけ、意識して指導できるようにした。 

３・４年生１学期    ・わけは～からです。 

            ・つないで（つけ足し、にていて、ちょっとちがって、反対で）  

            ・順序言葉（はじめに、次に、最後に） 

            ・ここ見て（絵・図・グラフ・文章など） 

２年生１学期    ・わけは～だからです。 

          ・つないで（つけ足し、にていて、ちょっとちがって、反対で） 

５・６年生１学期    ・わけつき「なぜかというと～」 

          ・つないで（つけ足し、にていて、ちょっとちがって、反対で） 

            ・ここ見て（絵・図・グラフ・文章など） 

          ・順序言葉（はじめに、次に、最後に など） 

          ・結論から言う「～について賛成です。反対です。」 



 

単元指導計画  

次 １ がい数 

時 １ ２ ３ ４ 

ね 

ら 

い 

大きな数の資料を絵グラフに

表すことを通して，概数の必要性

や「概数」という用語の意味やそ

の表し方について理解する。 

概数にする方法として「四捨

五入」の用語と意味を知り，そ

れを用いて概数を求めることが

できる。 

上から２桁の概数にする意味

を理解し，概数を求めることが

できる。 

四捨五入して,ある位までの概数に

するときの数範囲を求めたり，｢以上｣

，「以下」の用語の意味を理解し，数

範囲を表したりすることができる。 

授業型 習得型 問題解決型 習得型 習得型 

学
習
活
動 

①問題 P４９１ 

→30748人は,およそ３万人。 

→１つ１万人の絵グラフを３つ

ぬる。 

②課題 

入場者数をおよその数で

表そう。 

③個人追究 

３８５６２と４２１０７を，

およそ何万とするか考える。 

→数直線を使って考える。 

→３８５６２は，３万より４万

に近いので，およそ４万。 

→４２１０７は，５万より４万

に近いので，およそ４万。 

④ペア交流 

⑤全体追究 

→数直線で確かめる。 

⑥用語を知る。 

→「およそ４万」のことを「約

４万」と表すこと，およその

数を「がい数」ということを

知る。 

⑦P４９の絵グラフを完成する。 

⑧まとめ 

がい数は，数直線を使って

近い方で表すとよい。 

⑨練習問題 

    

 

①問題 P５０２ 

→162741 と 165930 を概数で約

何万に表す。 

→数直線を使えばできる。 

②課題 

どちらに近いかを見分け

る方法を考えよう。 

③個人追究 

→162741は１６万に近い。 

→165930は１７万に近い。 

→一万の位までは同じだが，千

の位は２と５で違う。 

④全体追究 

→千の位が０，1，２,３,４の時

は約１６万,５,６,７,８,９

の時は約１７万 

→千の位の数字だけで見分ける

ことができる。 

→１６５０００ちょうどはどう

すればよいか。 

⑤ペア交流 

⑤四捨五入の意味を知る。 

⑥まとめ 
一つ下の位を見れば,がい数

にできる。四捨五入をつかって、

４から下は切り捨て,５から上

は切り上げればよい。 

⑦練習問題 

    

 

①問題 P５２３ 

→どんな桁数の数でも，「上か

ら２桁にする」という条件で

四捨五入する。 

②課題 

上から何けた目の数字を

四捨五入すればよいか考え

よう。 

③個人追究 

→上から２桁目のところに印を

付け，その下の位を四捨五入

する。 

→上から３桁目を四捨五入す

る。 

 314861→310000 

12907189→12900000 

④ペア交流 

⑤全体追究 

⑥まとめ 

上から○けたのがい数は,

すぐ下の位を四捨五入すれ

ばよい。 

⑦練習問題 

    

 

①問題 P５２４ 

→四捨五入して２００になる数

をいくつか挙げる。 

→１９０・２３５など 

②課題 

２００になる整数を数

直線を使って見つけよう。 

③個人追究 

→数直線で範囲を考え,最小値

と最大値を見つける。 

→最小値の境目・最大値の境目

に留意する。 

→１５０から２４９ 

④全体追究 

→十の位に着目すればよい。 

⑤「以上」「以下」の用語を知

り，数範囲を表す。 

・P53 りんご問題 

⑥まとめ 

その概数になる一番小さ

い数と一番大きい数を見つ

ければできる。 

⑦わくわく算数 

説明す

る活動 
数直線を用いてつくった概数を説明する活動 

【説明の技】結論・わけ 

 

切り捨てと切り上げを説明する活動 

【説明の技】結論・わけ 

【算数用語】切り上げ・切り捨て・四捨五入 

上から何桁目の数字を四捨五入すればよいか説明する活動 

【説明の技】結論・わけ 

【算数用語】四捨五入 

 

 

【算数用語】以上・以下・未満 

評
価
規
準 

関 

意 

態 

概数を用いることのよさがわ

かり，目的に応じて進んで概数

を用いようとする。 

進んで四捨五入しようとする。 進んで四捨五入しようとする。   四捨五入して得られた数は

どの範囲の数であるかを調べよ

うとしている。 

考

え

方 

 位の数字に着目して，四捨五

入のしかたを考える。 

位の数字に着目して，四捨五

入のしかたを考える。 

四捨五入して得られた数がど

の範囲の数であるか，数直線を

用いるなどして考えている。 

技 

 

能 

数直線上の位置をもとに，大

きな数量を概数にすることがで

きる。 

四捨五入により，数を概数で

表すことができる。 

四捨五入により，数を概数で

表すことができる。 

四捨五入をして概数が表す範

囲を求めることができる。 

知 

・ 

理 

｢概数｣の用語と意味がわかる。 「四捨五入」の用語と意味やそ

の方法がわかる。 

「四捨五入」の用語と意味や

その方法がわかる。 

四捨五入して得られた数がど

の範囲の数であるかがわかる。 

つ
ま
ず
き
と
そ
の
手
立
て 

・「がい数」,「約」の用語の意

味が理解できない 

→声に出して唱えさせる。 

→カードに書いて,掲示してお

く。 

→フラッシュカードを用いて練

習する。 

 

 

 

・正しく概数に表せない。 

→どこの位までの数にするのか

確かめさせる。 

→どこの位を四捨五入するのか

確認して,印をつけ不必要な

部分を斜線で消す。概数に直

した数を上に書く。 

・いろいろな数を四捨五入で概

数にしてみる。 

・正しく概数に表せない。 

→どこの位までの数にするのか

確かめさせる。 

→どこの位を四捨五入するのか

確認して,印をつけ不必要な

部分を斜線で消す。概数に直

した数を上に書く。 

・いろいろな数を四捨五入で概

数にしてみる。 

・１５０から２４０までとした

り,１５０，１６０，１７０・

・・２４０としたりする。 

→まず,１００から１９９まで

の間で考える。次に２００か

ら２９９までの間で考える。

その中で最小値と最大値を求

める。数直線をもとに段階を

踏んで考えさせる。 

→連続した整数が対応すること

を理解させる。 



 

 

次 ２ およその数の計算 ３ がい数の使い方 

時 ５ ６ ７ ８ 

ね 

ら 

い 

和や差の大きさの見当をつける

には，求めようとする位までの概数

にしてから計算すればよいことを

理解し，求めることができる。 

積や商の大きさの見当をつけ

るには概数にしてから計算すれ

ばよいことを理解し，求めるこ

とができる。 

大きな数の資料を概数処理し

て,棒グラフに表すことができ

る。 

 

実際に合計が不足しないよう

にしたり，合計がある数以上に

なるようにしたりするために，

概数を用いることができる。 

授業型 問題解決型 習得型 習得型 習得型 

学
習
活
動 

①問題 P５５１ 

→「約何万人でしょう」と求め

るものを確認する。 

②課題 

 

 

③個人追究 

→それぞれ概数にしてから和を

求める。 

 30000＋50000＋40000 

 ＝120000  約１２万人 

→和を求めてから概数にする。 

 34067＋48279＋40923 

 ＝123269  約１２万人 

④ペア交流 

⑤全体追究 

→実際の人数と概数にしてから

和を求めた場合に大きな違い

はない。 

→概数にしてから和を求めた方

が,計算が簡単になる。 

⑥差の見当をつける。 

・P55 りんご問題 

→概数にしてから差を求める。 

⑦まとめ 

 

 

 

⑧練習問題 

   

 

①問題（１） P５６２ 

→上から一桁までの見当をつけ

る。 

②課題 

 

 

③個人追究 

→８１５を約８００，３９０を

約４００と見て， 

800×400＝320000 約320000ｍ 

④全体追究 

⑤実際の計算と見当を比べる。 

→実際と見当の差が小さい。 

⑥A問題 ８９×５４ 

⑦問題（２） P５７３ 

→わられる数を上から一桁まで

の概数にして見当をつける。 

⑧個人追究 

→４１３６を約４０００と見て 

 4000÷8＝500 約500パック 

⑨ペア交流 

⑩全体追究 

⑪実際の計算と見当を比べる。 

→実際と見当の差が小さい。 

⑫まとめ 

 

 

 

 

練習問題 

 

①問題 P５８１ 

②課題 

 

 

 

・グラフ用紙の小さい１目盛り

は１０００件を表している。 

・農家の数を千の位までの概数

にすればよい。 

③個人追究 

・農家の数を千の位までの概数

にする。 

・千の位までの概数を求め，棒

グラフに表す。 

④ペア交流 

⑤全体追究 

⑥まとめ 

 

 

 

 

 

⑦練習問題 

    

①課題 

 

 

②問題（１） P５９２ 

どんな概数にしているか確認する 

・四捨五入 ・切り上げ 

③個人追究 

・お金が足りなくなると困るから、

多めの概数にして見当をつけた方

がよい。 

④全体追究 

・実際の代金と比べる。 

・実際の代金より見当の方が多くな

いと困るので、切り上げをする。 

⑤問題（２） P６０ 

 どんな概数にしているか確認する 

 ・四捨五入 ・切り捨て 

⑥個人追究 

・尐なめに見当をつけると、必ず１

５００円以上になる。 

⑦ペア交流 

⑧全体追究 

・実際の代金と比べる。 

・実際の代金が見当より尐なくなる

と困るので、切り捨てをする。 

⑨まとめ 

 

 

 

⑩練習問題 

    

説明す

る活動 
 

【説明の技】（順序） 

 

見当のつけ方を説明する活動 

【説明の技】順序 

【算数用語】四捨五入 

棒グラフに表す説明をする活動 

【説明の技】順序 

【算数用語】四捨五入（１めもり） 

概数を比較しどちらがよいか説明する活動 

【説明の技】結論、わけ 

【算数用語】四捨五入、切り上げ、切り捨て 

評
価
規
準 

関 

意 

態 

和や差を概数で見積もること

のよさに気付き，目的に応じて

用いようとしている。 

積を概数で見積もることのよ

さに気付き，目的に応じて用い

ようとしている。 

概数のよさがわかり，進んで棒

グラフに表す活動をしている。 

概数で処理したり，判断したりすると

よい身のまわりの事象について，関心を

もち，進んで調べようとしている。 

考

え

方 

和や差を見積もる際に，目的

に応じてどれくらいの概数にす

ればよいかを考えている。 

積を見積もる際に，目的に応

じてどれくらいの概数にすれば

よいかを考えている。 

資料の数量とグラフ用紙の大

きさを関連づけて，棒グラフの

１目盛りの大きさを考える。 

身のまわりの事象について手際よく処

理したり，判断したりするとき，概数を用

いることのよさに着目して考えている。 

技 

 

能 

和や差を目的に応じて概数で 

見積もることができる。 

積を目的に応じて概数で見積

もることができる。 

資料の数量を概数にして，棒

グラフに表すことができる。 

金額を多く見積もったり尐なく見

積もったりして、場面に応じて適切

な概数をつくることができる。 

知 

・ 

理 

和や差を目的に応じて概数で

見積もる方法がわかる。 

積を目的に応じて概数で見積

もる方法がわかる。 

資料の数量を適切な概数にし

て棒グラフに表すことがわかる。 

概数を用いることのよさや処

理のしかたがわかる。 

つ
ま
ず
き
と
そ
の
手
立
て 

・どの位までの概数にすればよ

いのかわからない。 

→問題文の「約何万でしょう」

に着目し，すぐ下の千の位を

四捨五入すればよいことに気

付かせる。 

・どの位までの概数にすればよ

いのかわからない。 

→上から一桁の概数にしてから

計算することをおさえる。 

・どの位までの概数にすればよ

いのかわからない。 

→わられる数を上から一桁の概

数にしてから計算することを

おさえる。 

・切り上げたり切り捨てたりし

て処理することのよさがわか

らない。 

→場面の把握をわ分かりやすく

する。 

→簡単な数字にして考える。 

 

  

 

 

和の大きさの見当をつ

けよう。 

和や差の大きさの見当をつける

には，求めようとする位までのが

い数にしてから計算する。 

積の大きさの見当をつ

けよう。 

積や商の大きさの見当

をつけるには，がい数にし

てから計算する。 

がい数にして，棒グラ

フに表そう。 

グラフの１めもりの大

きさを見れば，何の位まで

のがい数にすればよいか

がわかる。 

場面に合ったがい数を考

えよう。 

場面に合わせて、切り上げ

たり、切り捨てたりすれば

よい。 



 

 

次 ４ きほんのたしかめ,やってみよう 

時 ９ 

ね 

ら 

い 

「がい数」に関する基本的な

問題に取り組む。 

授業型 習得型 

学
習
活
動 

①問題 

これまでの学習をふりかえ

り，いろいろな問題に挑戦

しよう。 

 

②共通問題 P６１ 

→１ 概数を用いる場面の判断 

→２ いろいろな表現で指示さ

れた概数 

→３ 概数が表す範囲の理解，

用語「以上」，「以下」

の意味理解 

→４ 場面に応じた見積もり方

法の判断 

 

③習熟問題 

 

 

④自己評価 

 

 

説明す

る活動 

 

 

 

評
価
規
準 

関 

意 

態 

進んでいろいろな問題に取り

組もうとする。 

考

え

方 

 

技 

 

能 

正しく概数をもとめたり，概

数を使って処理したりすること

ができる。 

知 

・ 

理 

概数の求め方や処理のしかた

がわかる。 

つ
ま
ず
き
と
そ
の
手
立
て 

・つまずきが見られる場合は，

これまでの学習に立ち返り指

導する。 

 



４  本時のねらい 

 身のまわりの事象について、場面に応じた見積もりをするために、概数をつくる２つの方法を比較する活動を通

して、切り上げるのか、切り捨てるのかを判断することができる。 

本時の展開（８ ／９ ） 

 学習活動 指導・援助・評価 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

１ ． 課題提示 

 

 
 

２ ．問題１  

 

 

 

 

 

 

① ゆいの方法を提示し、見当の仕方を考える。―四捨五入 

② ゆうとの方法を提示し、見当の仕方を考える。―多めに見当をつけている。 

     【ゆい】              【ゆうと】 

 

 

 

 

 

 

 
３ ．個人追究 

○どちらの方法が場面に合ったがい数にしているのだろう。 

ゆい―実際の金額と近くなるから   ゆうと―お金が足りなくなると困るから 

                        多めの概数にしているから 

４ ．全体交流 

・それぞれの考えのよさを交流する。 

 ゆい―実際の金額と近くなる 

ゆうと―お金が足りなくなると困る 

     多めに見当をつけた方がよい。 

・実際の金額と比べる―足りない 

・実際の代金より見当の方が多くないと困るので、切り上げをする。 
５ ．問題２  

 

 

 

 

 

 

 

① しょうたの方法を提示し、見当の仕方を考える。―四捨五入 

② さくらの方法を提示し、見当の仕方を考える。―少なめに見当をつけている。 

【しょうた】             【さくら】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ ．個人追究 

○どちらの方法が場面に合ったがい数にしているのだろう。 

しょうた―実際の金額と近くなるから  さくら―少なめに見積もると必ず１５００円以上

になるから 

７ ．ペア交流 

・となりの子と自分の考えを交流する 

・どちらの子の方法がよいか、またなぜそう思ったのかを話す 

・結論を言ってからわけを話すことができたか、また相手の説明が分かったかを評価し合う 

８ ．全体交流 

・それぞれのよさを交流する。 

しょうた―実際の金額と近くなる 

さくら―少なめに見積もると必ず１５００円以上になるから 

・実際の代金と比べる―足りない 

・実際の代金が見当より少なくなると困るので、切り捨てをする。 
９ ．まとめ 

 

 

１ ０ ．練習問題 

○本時は前時までの学習を生活で活用していけ

るようにするための学習であることを知ら

せ、それを始めに課題として提示する。 

 

 

Ｔ２ Ａ児が問題把握できたか確認 

   Ｂ児・Ｃ児の学習姿勢について指導 

   Ｄ児・Ｅ児が問題把握できたか確認 

 

○この場面では、切り上げるとよいことに気づ

かせるため、２つの方法を提示し、比較させ

る。 

○「多く見当をつけている」ということは、「切

り上げる」ということをおさえる。 

○今まで四捨五入を用いて概数をつくってきた

ので、先にゆいの方法を確認する。 

○ゆうとの概数のつくり方が四捨五入ではない

ことに気づかせ、多めの概数（切り上げてい

る）にしていることを確認する。 

○ノートに、どちらの子が良いか、そのわけを

書かせる。 

○つまずきが予想される児童には、お金が足り

なかったらどうするか考えさせたり、実際の

金額を求めさせたりして、わけをもてるよう

にする。 

Ｔ１ ２～３号車 

Ｔ２ １～２号車  を中心に指導する。 

 

☆結論とわけを話させる。 

「○○が良いと思います。わけは、～だからで

す。」 

 

Ｔ２ Ａ児が問題把握できたか確認 

   Ｂ児・Ｃ児の学習姿勢について指導 

   Ｄ児・Ｅ児が問題把握できたか確認 

 

 

○この場面では、切り捨てるとよいことに気づ

かせるため、２つの方法を提示し、比較させ

る。 

○しょうたの概数の方法は四捨五入、さくらの

方法は少なめの概数（切り捨てている）こと

に気づかせる。 

○「少なめに見積もる」ということは、「切り捨

てる」ということをおさえる。 

 

 

○わけの書けない子に１つ目の問題で学習した

ことを思い出させたり、実際に計算させたり

する。 

 

 

 

○左の席の児童から話させる。 

○自分の考えを話すのが苦手な児童を支援す

る。 

Ｔ１ ２～３号車 

Ｔ２ １～２号車  を中心に支援する 

☆結論を話してから、わけを説明する。 

「○○が良いと思います。わけは、～だから

です。」で話せているか確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○問題１と問題２のどちらの場面と同じか考え

させ、切り上げか切り捨てかを判断させる。 

 

かなさんは、日曜日に博物館へ行くことにしました。交通費、入館料、プラネタリウ

ムの入場料、食事代を調べたところ、下のようになることがわかりました。 

いくら持っていけばいいか、見当をつけましょう。 

交通費 840 円 入館料 650 円 プラネタリウムの入場料 330 円 食事代 740 円 

場面に合ったがい数を考えよう。 

交通費       800 円 

入場料       700 円 

プラネタリウム   300 円 

食事代       700 円 

合計        2500 円 

交通費       900 円 

入場料       700 円 

プラネタリウム   400 円 

食事代       800 円 

合計        2800 円 

 スーパーで、１５００円以上買い物をすると、ちゅう車料金が無料になります。下の

４つの品物のうち、どれを買えばちゅう車料金が無料になるか、見当をつけましょう。 

 ただし、買うものはどれも１つまでにします。 

   クッキー    りんご   スパゲッティ  アイスクリーム 

    452 円     315 円     732 円      157 円 

クッキー      500 円 

りんご       300 円 

スパゲッティ    700 円 

 

合計        1500 円 

この３つを買えばいい。 

クッキー      400 円 

りんご       300 円 

スパゲッティ    700 円 

アイスクリーム   100 円 

合計        1500 円 

この４つを買えばいい。 

場面に合わせて、切り上げたり、切り捨てたりすればよい。 

【評価】技 

金額を多く見積もったり少なく見積もった

りして、場面に応じて適切な概数にするこ

とができる。 
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